


令和元年度産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（全国推進事業）に係る畜産クラスター情報交換会開催要領

[bookmark: _GoBack]令和元年９月１２日付け元年度発中畜第1764号

第１　趣旨
[bookmark: _Hlk19102061]　　公益社団法人中央畜産会（以下「中央畜産会」という。）は、全国の畜産クラスターの取組を行っている先進事例の関係者を参集し、これまでの取組の課題やその解決策及び今後の取組等をテーマとした情報交換会を開催する。併せて、関係資料をとりまとめの上、広くその情報を発信し、もって各畜産クラスター協議会の円滑な運営に資する。

第２　日程と対象者
　　日　時：令和元年11月14日(木)13:30～11月15日(金)12:00
　　場　所：TKP秋葉原カンファレンスセンター　7F　ホール7A
　　　　（〒101-0023　東京都千代田区神田松永町4番地1　ラウンドクロス秋葉原7F）
　　対象者：以下、①又は②の要件を満たす者
1 平成30年度の情報交換会に参加していない畜産クラスター協議会（別添1参照。平成27、28、29年度の情報交換会に参加した畜産クラスター協議会は対象）、事務局及び取組主体
2 都道府県畜産主務課及び道府県畜産協会の畜産クラスター事業担当者
　　人　数：各県2名以内（原則1協議会1名の参加）
　　定　員：30名（定員になり次第締め切ります）

第３　概要
第1部 分科会（11月14日(木)13:30～17:30）
畜産クラスター協議会の取組内容別に以下のグループに編成の上、事前に提出されたレポート①と②（別添2）および協議会が作成する畜産クラスター計画に基づく概念図（ポンチ絵）に基づき各参加者が報告（プレゼン）を行い、協議会の概要、取組の進捗状況、現在抱えている課題等の情報共有を図るものとする。
1 新規就農、担い手育成、労働負担の軽減グループ
2 飼養規模の拡大、飼養管理の改善グループ
3 自給飼料利用の拡大グループ

第1部での情報交換の内容は以下のとおりとする。
1 畜産クラスター協議会の目標について
2 目標達成に向け、最も重点的に取り組んでいる内容について
3 目標達成度（実態・成果）を把握するための仕組み・体制について
4 現在の目標達成度（成果）及び目標達成に向けて解決すべき課題点について

第2部 全体討議（11月15日(金)9:00～12:00）
　第1部で実施した各分科会の内容報告ののち全体での意見交換を実施する。

第４　情報交換会出席の申込
１　出席希望者は、別添3「畜産クラスター情報交換会申込書」を中央畜産会会長あてに提出するものとする。
[bookmark: _Hlk18420052]２　情報交換会への出席に係る費用負担を希望する者は、中央畜産会あて別添4「畜産クラスター情報交換会旅行行程書」を提出するものとする。
３　情報交換会出席者は、原則として1協議会1名以内とする。

第５　情報交換会への出席に係る旅費等の費用負担
１　情報交換会への出席に係る旅費等の費用負担については、本年度から、往復の鉄路・空路、ホテル宿泊について、別添4「畜産クラスター情報交換会旅行行程書」を参考に本会旅費規定に基づき旅費計算をし、本会を通じて㈱JTBにより手配する。
２　情報交換会への出席に係る旅費等の費用負担は、原則として各県2名以内、かつ1協議会1名以内とする。
３　情報交換会出席者は、宿泊を伴う場合は別添5「宿泊証明書」を、また、航空機を利用した場合は、往復の半券又はそれに代わるもの（便名、日時、同乗者名が明記されているもの）を提出するものとする。
４　情報交換会出席に掛かる旅費等の費用負担は、第4の2を提出し、第3に定める必要書類を事前に提出した者が対象となる。
５　別紙「受講申込みにあたっての留意点」を参考のこと。

